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板紙製造工場における
生産性改善の取組み

レンゴー株式会社 金津工場
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（１）増速部会活動（生産性向上と省エネルギー）
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（３）拠点倉庫開設
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生産性向上のためにさらに生産スピードを上げたい
ただ、乾燥能力が限界・・・

ドライパートの主要乾燥部である２群ドライヤーのポケットには、

紙から蒸発した水分が滞留し、相対湿度が高くなり乾燥を阻害している

（１）増速部会活動

③ドライパート乾燥能力強化及び省蒸気による生産性向上

【Step３】 2019年下期の取組み

ポケットの雰囲気を改善し （高温低湿状態）、 紙の乾燥を促進させる

ポケットベンチレーションを導入
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＊IoT活用プロジェクト発足の経緯

※新マシン設計で新規センサーや技術に挑戦しやすい
※金津工場は生産１系列のため分析・評価がしやすい

紙を作る工程はオペレータの経験に頼った判断や操作が多い・・・

さらなる生産性向上、省エネルギーを進めるには、

生産現場のデジタル化が急務！

金津工場をIoT推進モデル工場に！

リニューアルされた金津工場の抄紙機

（２）ＤＸ推進（IoT活用）
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コンサルティング会社とプロジェクトを立ち上げ、
連携して推進体制を確立

現状課題の把握
各職場にヒアリング、
問題点等洗い出し

IoT活用領域特定
現状分析・技術調査を実施、
IoT活用領域のポテンシャルを分析

ユースケース策定
他社事例・最新動向を基に策定
個別ユースケース詳細化
優先度を効果・導入難度の観点で評価

ロードマップ作成
テーマ発掘 44件

実施案件 15件

製紙課：管理課：施設課
動力課：環境課：物流課

（２）ＤＸ推進（IoT活用）
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これまでの取組みにより

・マシン最高スピードは1000m/分を超え、

・最高生産量は1,000t/日以上を達成

→生産量は、国内板紙生産マシンでもTOP10に入る実力

図．金津工場エネルギーの推移グラフ（2018年度を100とした指数表記）

・工場全体のエネルギー原単位の削減（2018年度比）は、

原油換算 6,950kL/年 削減率 全体の10.7%

まとめ
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レンゴー㈱ 金津工場はこれからも省エネ化を目指して、
飽くなき挑戦を続けて参ります

ご清聴ありがとうございました


